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第 4 章　史跡河越館跡の本質的価値と構成要素第 4 章　史跡河越館跡の本質的価値と構成要素

史跡河越館跡が有する価値については「本質的価値」と「本質的価値に準じる価値」、

そして「社会的価値」の 3 つに分けて整理を行う。

本質的価値とは、史跡指定に値する最も重要な価値のことを指す。この点については、

河越館跡の史跡指定時に説明されたが（第 3 章第 3 節参照）、指定後の調査と研究の進展

によって新たに付加された価値も含まれる。史跡河越館跡の本質的価値は、史跡の保存と

活用を計画するための前提であり、本計画の根幹となる概念と言える。本質的価値に準じ

る価値とは、本質的価値そのものではないが、本質的価値と重層的に連結することで、河

越館跡が持つ歴史性を顕在化することのできるものである。社会的価値とは、現代の社会

活動を行う上での価値を指すものとする。

第 1 節　史跡河越館跡の本質的価値を構成する要素第 1 節　史跡河越館跡の本質的価値を構成する要素

河越館跡は、中世武家政権を支えた在地領主の実態を究明する上においてきわめて重要

な遺跡であり、河越館跡の特徴は、発掘調査報告書である『河越館跡史跡整備（第 1 期整備）

に伴う発掘調査』『河越館跡史跡整備（第 2 期整備）に伴う発掘調査』によって以下の４

点が示されている。

①秩父平氏の一派が入間川流域に進出し、館を築いた「河越」を名字の地とした。

②入間川を東に臨む台地上に立地する、平安時代末期に始まる武蔵武士・河越氏の館

跡であり、屋敷や墓域など様々な性格の区画や道路が集まった、在地領主による都

市計画が把握できる遺跡である。

③政治的な酒宴や儀式で使用される手づくねかわらけの他、儀礼の場を飾る調度品と

しても珍重された青白磁の梅瓶など、館の格式を示すステータスシンボルとなる器

が河越館跡から出土し、河越荘における政治・経済の中心だったことを確認できる。

④河越館は平安時代末期から南北朝時代にかけて存続したが、河越氏がいなくなった

後も跡地が繰り返し利用され地域の中心として機能したことを示す、寺院や生産に

かかわる遺構・遺物、戦の陣所にかかわる遺構などを確認できる。

以上のことから、武蔵国中央部、入間川水系における政治・経済の中心地として約 350

年間にわたって繁栄した河越館跡の戦略的重要性とその変遷過程が把握できる。

これらの 4 点の特徴を踏まえ、河越館跡の本質的価値を次のとおりまとめる。
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（1）「かわごえ」ゆかりの地
　「かわごえ」という地名が文献に登場するのは、平安時代末期の 12 世紀後半に秩父平

氏の一派が入間川流域に進出するに際し、土地の名から「河越」を名乗り（名字の地）、

「河越荘」を成立させた時まで遡る。後に河越氏が伊勢に敗走した影響によるものか、残

念ながら現代では「河越」という地名こそ残されていないものの、河越館跡の東隣には

「古
ふ る や し き

屋敷」という河越氏の屋敷を想起させる小字名が残されており、古屋敷遺跡（第 4-1 図）

が所在する。古屋敷遺跡からは武士の館等の政治的な場で行われる儀礼的な酒宴において

消費される酒器であるかわらけが大量に出土しており、その中には河越館跡周辺出土資料

では最も古い 12 世紀後半の手づくねかわらけ（写真 4–1）が含まれている。このことから、

河越荘成立段階である 12 世紀後半、永暦元年（1160）頃の館が古屋敷遺跡と河越館跡を

中心とした場所に存在したと考えられる。

　また、河越氏が京都の新
い ま ひ え し ゃ

日吉社へ河越荘を寄進したことを契機として河越荘に勧請され

た新日吉社（現在の上戸日枝神社。第 4-1 図左）が、河越館跡の近隣に所在することからも、

中世において「河越」と呼ばれた地域、河越荘の中心が河越館跡にあった可能性が高い。

　その後の「かわごえ」の名称については、中世までは「河越」表記で多くの文献に登場

していたものが、近世になると「川越」の表記がほとんどとなり、現在に至るまでこの「川

越」の表記が使用されている。このように、「かわごえ」という音で示される地域は平安

時代末期から現在まで残り、川越市という市名にまでつながっていることから、河越館跡

は河越荘の中心地だっただけでなく、「かわごえ」地名ゆかりの地でもあると評価できる。

写真 4-1　12 世紀後半の
手づくねかわらけ
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第 4-1 図　河越館跡と古屋敷遺跡・新日吉社
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（2）中世前期における在地領主の館跡
　往時の河越館は、屋敷や寺域といった機能の異なる複数の区画が、道路に沿って並ぶと

いうものであり、各区画は堀や塀、生垣等で囲まれていた（第 4-2 図）。また、館の中心

部では参加者の身分を確認し、結束を固める儀礼的な酒宴が行われていたことを示す手づ

くねかわらけ（写真 4-2）が集中的に出土している。中世前期における在地領主の本拠地

の在り方の一端を示す遺跡だと言える。

写真 4-2　手づくねかわらけ（古屋敷遺跡ほか）

第 4-2 図　鎌倉時代の河越館跡

史跡範囲

〈天王 10次〉

主屋（推定）区画Ｂ 区画Ａ

区画Ｃ

区画Ｄ 区画Ｅ

区画Ｆ

区画Ｇ

常楽寺

入間川

区画Ｈ

３溝

１溝

４溝

堀１号

３堀

８堀

４堀

22 堀

46 溝

61 溝

33 溝

60 溝

57 溝

63 溝

71 溝

70 溝

31 溝

39 溝（塚状遺構）

６井

２掘立

掘立

122 溝

107 溝

106 溝

103 溝

110 溝

100 溝
99 溝

89 溝

78 溝

72 溝

124 溝

掘立

掘立

１溝
73 溝

77 溝

15 溝

98 溝

92 溝

90 溝

14（91）溝

101 溝

113 溝

114 溝
115 溝

13 溝 １溝

〈天王 11 次〉

〈河越館３次〉

〈花見堂９次〉

〈河越館２次〉

〈古屋敷遺跡〉

１溝

５溝

27 井 316 土



57

（3）水陸交通の要衝
　秩父平氏は 11 世紀より武蔵国内の水系に沿って移住していった。河越氏も大蔵（現在

の埼玉県比企郡嵐山町）から武蔵国中央部に位置する河越の入間川を至近に臨む地域に進

出し、館を構えた。入間川は古代以来、入間地域の物流の要であった。また館の西約 1.5

㎞には古代以来様々な往来に利用された東山道武蔵路（後に路線の多くが鎌倉街道堀兼道

へと再編・利用される）が南北に通過している。河越氏は武蔵国の中央部であり、かつ水

上交通（＝物流）と陸上交通（＝情報や人の流れ）の結節点という要衝を掌握することを

意識して館を構えたと評価できる。（第 4-3 図）

第 4-3 図　河越館跡と水陸交通の位置
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（4）館跡の変遷と都市的な空間の継承
　河越館を構成する屋敷や寺域等の区画群の外周に検出された周辺道路は、館と鎮守の新

日吉社を結び、鎌倉街道堀兼道と接続する（基準線①）。館から南西に続く道は東山道武

蔵路の軸と直交する（基準線②）。そして新日吉社から付近のランドマークの一つである

牛塚古墳を結ぶ線上は新日吉社の参道であり、参道と鎌倉街道堀兼道が重なっている（基

準線③）。これらの道は、河越館周辺の都市的な空間を形成する際の基準線となっている。

これら河越氏による「都市的な空間」は、河越氏が去った後も都市的な場の時代、上戸陣

の時代、大道寺氏の時代という館跡の変遷の中で基本的な地割・道路が継承されており、

一部は現代においても道路としての利用が続けられているなど、往時の景観を感じること

ができる（第 4-4 図）。

第 4-4 図　都市的な空間の基準線と継承される地割（下図は明治 14 年迅速測図）
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写真 4-4　現存する上戸陣の土塁



59

第 2 節　本質的価値を構成する要素以外の諸要素第 2 節　本質的価値を構成する要素以外の諸要素

Ⅰ．本質的価値に準じる価値を構成する要素Ⅰ．本質的価値に準じる価値を構成する要素
本質的価値に準じる価値とは、本質的価値そのものではないが、本質的価値と重層的に

重なることで、河越館跡が持つ歴史性を顕在化することのできるものである。

（1）古代入間郡家
古代における河越館跡周辺には入間郡家に関わる遺構・遺物が集中し（写真 4-5・6）、

付近には駅路である東山道武蔵路が整備される等、既に飛鳥時代から地域開発が進められ

ていた。平安時代末期には既に形骸化しているものの、かつて入間郡家を中心に整備され

た武蔵国中央部の政治拠点・経済拠点としての立地を評価した結果、河越の地に一族の新

たな拠点を築くべく進出した可能性を示唆している。

写真 4-6　霞ヶ関遺跡出土「入厨」墨書土器（入間郡家の厨家を示したものか）

写真 4-5　入間郡家の一部と思われる掘立柱建物（霞ヶ関遺跡 7 ～ 9 次）




